
『新・戦争のつくりかた』正誤表 

 

マガジンハウスより発刊されました『新・戦争のつくりかた』には以下の誤植がございました。  

お詫びとともに、ここに訂正させていただきます。  

 

＜第 1 刷、第２刷、第３刷＞ 

【関連法律集】 

p38 一番下の行 

誤 正 

(機雷等の除去) <2006 年 12 月 22 日追加> (機雷等の除去) <2006 年 12 月 22 日、 

第 99 条（第 8 章 雑則）より移動> 

 

p39 3 行目 

誤 正 

（在外邦人等の輸送） <2006 年 12 月 22 日追加> （在外邦人等の輸送） <2006 年 12 月 22 日、 

第 100 条の 8（第 8 章 雑則）より移動> 

 

p39 7 行目 

誤 正 

(後方地域支援等) <2006 年 12 月 22 日追加> (後方地域支援等 ) <2006 年 12 月 22 日、   

第 100 条の 10（第 8 章 雑則）より移動> 

 

p39 28 行目 

誤 正 

（在外邦人等の輸送の際の権限） ＜2006 年 12

月 22 日追加＞ 

（在外邦人等の輸送の際の権限） <2006 年 12

月 22 日、第 100 条の 8 第 3 項（第 8 章雑則）

より移動> 

 

Ｐ42 下から 4 行目  

誤 正 

（国民に対する情報の提供） ●国民保護法 [2004 年 6 月 18 日] 

（国民に対する情報の提供） 

 

 

 

 



 

【年表】  

・2006 年「自衛隊法改正」の解説中 

誤 正 

自衛隊海外派遣を本来任務に。機雷除去、在外

邦人等の輸送、後方地域支援追加。 

自衛隊海外派遣を付随的業務から本来任務へ

格上げ。 

 

・2014 年「切れ目のない安全保障法制の整備について」閣議決定の解説中 

誤 正 

武装集団への武力行使を合憲とし、活動地域や

武器使用基準の制限緩和。 

武装集団に対する任務遂行のための武器使用

を認め、活動内容や活動地域を拡大。 

 

＜第 1 刷分＞ 

裏表紙 

見開き地図  

２３）南スーダン共和国ミッション の解説中 

誤 正 

陸上自衛隊施設部隊（最大 330 名）、司令部要員（最大

40 名）。 

陸上自衛隊施設部隊約 400 名、司令部要員 3 名、現地

支援調整所要員約 30 名。 

海上自衛隊輸送部隊 海上自衛隊輸送・補給部隊 

航空自衛隊空輸・整備部隊 航空自衛隊空輸部隊 

   

 


